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に
し
み
や

幸
一

議
員
（
市
フ
ォ
）
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
５

年
の
開
館
か
ら
約
30
年
を
経
過
し

て
い
る
。
市
内
に
多
様
な
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
施
設
が
あ
る
中

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）　
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
拡
大
で
、
感
染
が
よ

り
身
近
と
な
り
、
学
校
で
も
感
染

者
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

小
・
中
学
校
で
の
感
染
状
況
を
聞

き
た
い
。
ま
た
、
校
内
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
は
。

教
育
長
　
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、

か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
感
染
者

が
増
加
し
て
お
り
、
学
級
閉
鎖
等

の
対
応
を
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

教
育
部
長
　
対
策
と
し
て
は
、
感

染
予
防
の
手
引
き
に
基
づ
き
、
３

赤
野

秀
二

議
員（
共
産
）　
朝
の

通
勤
時
間
帯
の
み
開
設
さ
れ
る
京

王
線
中
河
原
駅
の
臨
時
改
札
口
に

お
い
て
は
、
以
前
、

駅
係
員
が
配
置
さ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

現
在
、
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
で
用
件
を
聞

く
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
が
、
い
つ

変
更
さ
れ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に

よ
る
対
応
は
、
令

奥
村

さ
ち
子

議
員
（
ネ
ッ
ト
）
　
民

法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
こ
の
引

き
下
げ
に
対
す
る
、
消
費
者
行
政

の
視
点
か
ら
の
市
の
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
若
者
へ
の
悪
質

商
法
の
被
害
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

議
員
　
国
は
、
若
者
へ
の
消
費
者

教
育
が
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
を

持
ち
、
消
費
生
活
に
対
す
る
基
盤

整
備
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
自
治
体
に
も
消
費
者
被
害

防
止
の
多
様
な
取
組
が
求
め
ら
れ

る
が
、
消
費
者
行
政
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

生
活
環
境
部
長
　
国
は
、
質
の
高

い
消
費
生
活
相
談
、
積
極
的
な
消

費
者
教
育
及
び
地
域
に
お
け
る
見

守
り
活
動
を
市
区
町
村
が
実
施
す

る
べ
き
役
割
と
し
て
お
り
、
本
市

で
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
消
費
生
活
相
談
を
は
じ
め
、

各
種
啓
発
活
動
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
近
年
で
は
、
消
費
者
問
題
は
悪

質
か
つ
巧
妙
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
、
消
費
者
に
身
近
な

消
費
者
行
政
の
充
実
・
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

で
、
あ
え
て
市
が
同
セ
ン
タ
ー
を

保
有
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
は
。

市
長
　
市
の
生
涯
学
習
を
支
え
る

拠
点
施
設
と
し
て
、
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
徐

々
に
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
配
置
等
の

適
正
化
や
、
隣
接
す
る
府
中
基
地

跡
地
留
保
地
の
、
土
地
利
用
の
検

討
に
合
わ
せ
、
同
セ
ン
タ
ー
の
在

り
方
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
、

同
留
保
地
内
へ
の
移
転
も
あ
り
得

る
総
合
体
育
館
の
機
能
や
関
係
性

は
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
の
か
。

行
政
管
理
部
長
　
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
長
期
的

に
必
要
な
機
能
な
ど
を
見
極

め
た
上
で
施
設
の
整
備
や
改

修
を
行
う
ほ
か
、
施
設
管
理

の
効
率
化
等
の
視
点
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

他 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
更
新
を

契
機
と
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
へ
の
市
の
認
識
を
め
ぐ

っ
て

密
の
回
避
な
ど
の
基
本
的
な
予
防

策
を
徹
底
す
る
と
と
と
も
に
、
活

動
場
面
ご
と
の
対
策
を
示
し
、
児

童
・
生
徒
が
具
体
的
な
行
動
を
と

れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

議
員
　
感
染
症
対
策
や
集
団
感
染

リ
ス
ク
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
に
、
換
気
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

適
切
な
換
気
確
保
の
た
め
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
測
定
器
を
教
室
等
に

配
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
　
換
気
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
極
め
る
上
で
有
効
な
機
器
で

あ
る
た
め
、
設
置
が
必
要
な
教
室

へ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

和
３
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

議
員
　
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置
に
よ

り
、
駅
員
配
置
の
た
め
の
人
件
費

な
ど
の
問
題
が
解
消
す
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
以
前
か
ら
要
望
し

て
い
る
同
駅
臨
時
改
札
口
の
常
時

開
設
化
に
向
け
た
働
き
か
け
を
改

め
て
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
近
年
、
京
王
線

の
複
数
の
駅
で
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
改

札
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
鉄

道
事
業
者
と
対
話
す
る
中
で
導
入

の
経
緯
な
ど
の
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
中
河
原
駅
臨
時
改
札
口
の

常
時
開
設
に
係
る
課
題
な
ど
も
改

め
て
情
報
共
有
し
、
同
駅
の
利
便

性
向
上
の
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

他 

南
町
４
丁
目
の
大
規
模
集
合
住
宅
に

よ
る
土
地
利
用
計
画
と
「
府
中
市
地
域

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
つ
い
て

遠
田

宗
雄

議
員（
公
明
）　
障
が

い
者
支
援
に
関
す
る
、
市
の
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、

今
後
の
取
組
と
し
て
、
現
在
策
定

中
の
第
７
次
府
中
市
総
合
計
画
へ

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
、
地
域
生
活
支

援
拠
点
の
整
備
、
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
、
数
多
く
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
第
７
次
府
中
市
総
合
計

画
で
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の

あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
障

が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
や
、

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　
国
は
、

平
成
25
年
に
、
実
施
か
ら
２
か
月

で
中
止
さ
れ
た
子
宮
頸
が
ん
予
防

の
た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積

極
的
な
接
種
勧
奨
を
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
再
開
す
る
よ
う
自
治
体

へ
通
知
し
た
。
そ
こ
で
、
市
の
こ

れ
か
ら
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
柱
と

な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
に

重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

個
別
勧
奨
通
知
等
を
４
年
度
の
早

い
時
期
に
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
　
定
期
接
種
の
積
極
的
な
勧

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
保
健
所
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
し
て
、

八
王
子
市
な
ど
の
保
健
所
設
置
自

治
体
と
、
本
市
の
よ
う
な
非
設
置

自
治
体
と
の
違
い
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
保
健
所
設
置
自

治
体
は
、
医
療
機
関
か
ら
発
生
届

を
受
理
す
る
た
め
、
感
染
者
の
状

況
を
早
期
に
把
握
で
き
る
が
、
非

設
置
自
治
体
は
、
都
を
通
じ
て
情

報
が
伝
わ
る
た
め
、
そ
の
分
の
時

間
を
要
す
る
。
ま
た
、
入
院
調
整

な
ど
の
業
務
は
、
保
健
所
機
能
の

障
が
い
者
・
障
が
い
児
へ
の
支
援

の
充
実
等
の
施
策
を
掲
げ
て
い
る
。

議
員
　
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
視
覚
障

が
い
者
へ
の
支
援
の
た
め
、
都
や

国
と
情
報
共
有
し
、
網
膜
に
直
接

映
像
を
投
影
す
る
機
器
を
、
日
常

生
活
用
具
の
品
目
に
追
加
す
る
よ

う
検
討
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
弱
視
や
低
視
力

等
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

方
々
の
使
用
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た

場
合
は
、
都
や
近
隣
市
と
情
報
共

有
し
、
市
の
日
常
生
活
用
具
へ
の

採
用
を
、
具
体
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

奨
の
再
開
と
併
せ
て
、
接
種
機
会

を
逃
し
た
方
へ
の
い
わ
ゆ
る
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
も
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
対
象
者
へ
の
安
全
性
な
ど
の

周
知
や
勧
奨
方
法
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
国
の
審
議
会

の
議
論
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
か
つ
確

実
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
、

具
体
的
な
方
法
も
追
っ
て
示
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
は
、

国
か
ら
の
通
知
を
基
に
周
知
な
ど

を
確
実
に
行
っ
て
い
く
。

他 

母
子
健
康
手
帳
の
充
実
に
つ
い
て

な
い
市
で
は
取
り
扱
え
な
い
。

議
員
　
過
去
に
市
長
か
ら
、
市
独

自
の
臨
時
医
療
施
設
の
提
供
は
権

限
上
で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
た
が
、

保
健
所
設
置
な
ど
の
権
限
が
移
譲

さ
れ
る
中
核
市
へ
の
移
行
に
よ
り
、

独
自
の
取
組
な
ど
が
可
能
に
な
る

と
思
う
。
そ
こ
で
、
中
核
市
移
行

を
検
討
す
る
場
を
設
け
る
考
え
は
。

政
策
総
務
部
長
　
庁
内
に
検
討
の

場
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
長
期
的

な
視
野
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

他 

高
齢
者
虐
待
と
守
秘
義
務
の
在
り
方

を
問
う

生涯学習センターと総合体育館の
機 能 や 関 係 性 は
ど の よう に 整 理 する の か

二酸化炭素濃度測定器

教室等に配置する考えは

京王線中河原駅の臨時改札口

常時開設化に向けた働きかけを

要 望 す る が ど う か

消費者行政の必要性について

市 の 認 識 は

施設管理の効率化等の視点も

重 要 な 課 題 で あ る

設置が必要な教室への

導入を検討していく

駅の利便性向上の

取組を検討していく

消 費 者 に 身 近 な

消費者行政の充実・強化が

求められていると考える

障

が

い

者

支

援

第

７

次

府

中

市

総

合

計

画
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ど
の
よ
う
に
反
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さ
れ
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の
か

Ｈ

Ｐ

Ｖ

ワ

ク

チ

ン

キ
ャ
ッ
チ
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象
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安
全
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な
ど
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周
知
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方
法
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中
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市

へ

の

移

行

検

討

の

場

を

設

け

る

考

え

は

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
や

障
が
い
者
・
障
が
い
児
へ
の
支
援
の

充
実
等
の
施
策
を
掲
げ
て
い
る

国

か

ら

の

通

知

を

基

に

周
知
な
ど
を
確
実
に
行
っ
て
い
く

検
討
の
場
を
設
け
る
な
ど
し
て

長
期
的
な
視
野
で
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る

　▲二酸化炭素濃度測定器

　▲生涯学習センター

　▲中河原駅臨時改札口


